B5用紙

（定例・個人）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　赤石　　　　）　

	山（山域・ルート）

雨飾山


【日時】１７年　６月２４日（金）～　　６月２５日（土）（　１　泊２　日）　

【メンバー】

（Ｌ）竹ノ内・建川・鎌田・赤石


（計　４　名）

【行動記録】

６/24　19:30 大宮発…20:30関越道へ…長野IC…R19…23:30小谷村キャンプ場 着。テント張り、就寝。　　　　　　　　　　　　　　　　

6/25 5:50起床…6:40出発…7:00大海川原…7:30休憩（タムシバが映える所）…8:30荒菅沢の雪渓…9:00休憩（シラネアオイの群生）…10:00笹平…10:40～11:10山頂…12:40～13:00荒菅沢雪渓…13:10休憩…13:50大海川原…14:10キャンプ地下山。小谷温泉にて入浴後、帰路に着く。

　　　　　　　　　　　　　　　　
上り　　４　時間　下り　３　時間
【装備・食料等】

共同装備　テント（5人用）、銀マット、飲料水、携帯電話、ツェルト、薬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個人装備　雨具、ヘッドライト、シュラフ、着替え、地図、行動食、その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この山にこんなに早く登れるとは思っていませんでした。埼玉からでは大変遠い山ですし、感傷的な名前でちょっと地味なイメージで…百名山を意識しているわけでもないので、登るのはだいぶ後のことと思っていたのですが、休みが合い都合よく参加させてもらいました。大変暑かったですが、多くの種類の花ときれいな雪渓、北アルプスの眺めなど夜行日帰り登山としては贅沢すぎる程の収穫でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　前夜真っ暗な中を走り抜けてほぼ真夜中に到着した駐車場はガランとしていたが、明朝テントから出て見ると周りは車と登山者でいっぱい！日が長い時としては遅めの出発でした。はじめの20分は湿原地帯、ニリンソウ、終わったばかりのミズバショウ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
タニウツギの鮮やかな花が印象的でした。急登に入るとミツバツツジとタムシバが現れてくる。特にタムシバの白のボリュームが疲れを吹き飛ばすほどだ。足下には、ズダヤクシュ、ツバメオモト。メンバーの一人が体調悪く引き返すとのこと。冷静に考えよくご決断されたと頭が下がる思いだ。荒菅沢にもうすぐという所でサンカヨウの群生。荒菅沢の雪渓は思っていたより雪がくさっておりザクザク歩ける。過ぎるとムシカリとミツバツツジが映える急斜面、樹林帯を過ぎると足には砂利が滑りやすい斜面に一面のシラネアオイ。私の乏しい山暦の中で初めての群生でした。空の青さと全く同じの青の大きな花のこの量、見とれて休憩する。隣にはノウゴウイチゴの花も。急登を上り詰めると「笹平」だ。ヨツバシオガマとハクサンチドリに対面する。右手には金山の左に焼山、火打も見える。ハクサンフウロ、ミヤマダイコンソウ、そして山頂直下の雪渓にはなんとカタクリが半ばしおれ気味だが群れていた。この時期に！？一瞬信じられなかった。まもなくして山頂。イブキジャコウソウがあった。

目の前はかすみがちな水色空に白馬三山がデーンと真っ白に構え、右手北方には名も知らぬ岩峰がギザギザにそびえていた。先日、会のＴさんが「一番タフな山行の一つだった」と言っていた冬の荒菅沢登攀に思いをはせる。足の踏み場もないほどの人・人。軽く飯を口にして、立ったまましばらく景色を堪能し下山する。直下のカタクリ雪渓でリーダーがしきりに雪を袋につめている。「笹平」手前でアカモノを見つける。荒菅沢雪渓で持っていた練乳をしゃくった雪にかけて食べてみる。美味だ。メンバーにも味わってもらう。ずーっと炎天下の行程で水もだいぶ少ない。最後の休憩で、リーダーがカタクリ雪渓の氷で冷たく量が増えたカルピスをご馳走してくれた。のどを過ぎたとたん目の前が明るくなるようだった。午後の暑さと、下山に伴う気圧の上昇によるけだるさ、再びタニウツギのピンクに目を見張り駐車場に到着する。待っていたメンバーとの再会。露店が出ており、お勧めの100％りんごジュースに飛びつくが渇いたのどには甘ったるさがこびりつき気持ち悪いくらい。水っぽいものをがぶ飲みしたい気分になり、残っていた水をすべて飲み干す。

小谷温泉で村営の風呂に入り、また白馬村ではみんなでそばを食べて帰路につく。

他に気づいた花…マイズルソウ、カラマツソウ、ツマトリソウ、ミヤマカタバミ、タチツボスミレ、スミレもう一種、コイワカガミ、ギボウシ。樹木ではホウ、ハウチワカエデが太陽に透かして黄緑に輝く様、ブナの堂々たる涼しい樹皮が、初夏の山独特の絵を描いていた。なぜかシラカバ、ダケカンバなど樺の類は一本も確認できなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
